十二月 八日の 晚 にかな り 強い 地震が あった。 それ は 

私が 東京に 住まうよ うにな つて 以来 覚えない くらい 強 

いものであった。 振動 週期の 短い 主要 動の 始めの 部分 

に 次いで やって来る 緩慢な 波動が 明らかに からだに 感 

せられる ので も、 この 地震が あまり 小さな もので はな 

い と 思われた。 ， J の くら い のなら あとから 来る 余震が 

ひんぱん 

相当に 頻繁に 感じられる だろうと 思って いると、 はた 

して かなり 鮮明な のが 相次いで やって来た。 

山の手の、 地盤の 固い このへんの 平家で これく らい 

だから、 神 田 へんの 地盤の 弱い 所では 壁が こぼれる く 

らいの 所 はあった かもしれ ない というよ うな 事 を 話し 



ながら 寝て しまった。 

翌朝の 新聞で 見る と 実際 下町で は ひさしの 瓦 が 落 

ちた 家 もあった くらいで まず 明治 一 一十 八 年来の 地震 だ 

という 事であった。 そして その 日の 夕刊に 淀 橋 近くの 

こうきょ こ-つず：：' 

水道の 溝渠が くずれて 付近が 洪水の ようになり、 その 

ために 東京 全市が 断水に 会う 恐れが あるので、 今大急 

ぎで 応急 工事 を やって いると いう 記事が 出た。 

ぜん 

偶然 その 日の 夕飯の 膳で 私たち は エレべ— タ ー の 話 

をして いた。 あれ をつ るして ある 鋼条が 切れる 心配 は 

ないかと いうよう な 質問が 子供のう ちから 出た ので、 

私 は そのような 事の あった 実例 を 話し、 それからそう 



した ままで、 ついそれ なりに してお いたので ある。 取 

リ 付けてから まだ 三年に もなら ない うちに 一 一個まで も 

同じ 部分が 破損す ると ころ を 見る と、 この スィッチの 

マ J しらえ 方 は あまりよ くな いと 言わなければ ならない。 

もう 少し 作り方な リ 材料な り を 親切に 研究した のなら、 

これほど もろく できる はずはないだろう と 思われた。 

かど 

銅板 を 曲げた 角の 所に は どの 道 かなり 無理が いってい 

るから、 あとで 適当に なます とか、 あるいは 使用の た 

びに そこに 無理が 繰り返されな いように 構造の ほう を 

くふうす ると か、 なんとかして ほしい もの だと 思った。 

水道の 断水と スィッチの 故障との 偶然な 合致から、 



蓄音機の 中の 歯車で もじき に いけなくなる のが ある。 

これ は 歯車の 面の 曲率な どが いいかげん なた めだか、 

材料が 悪いた めだか わからない。 おそらく 両方 かもし 

t な レ 

このような 似て 非なる もの を 製す る 人の 中には、 西 

洋で できた 品 を だいたいの 外形 だけ 見て、 ただいい か 

げんに こしらえれば それでい いもの だと 思って いるの 

が あるいは あり はしまい か。 ある 人の 話で は 電気の 絶 

縁の ために エボナイト を 使つ て ある 箇所 を 真鍮 で 

作って、 黒く 色 だけ をつ けて おいた 器械 屋が あると い 

う。 これ はお そらく ただの 話 かもしれ ない。 しかし そ 



飛んで、 欧州 大戦 当時に 従来 ドイツから 輸入 を 仰いで 

いた 薬品 や 染料が 来 なくなり、 学術 上 の 雑誌 や 書籍が 

来 なくなって 困った 事 を 思い出した。 そして ドイツ 自 

身 も 第一に チリ 硝石の 供給が 断え て 困る の を、 空気の 

中の 窒素 を 採って 来て どしどし 火薬 を 作り出した あざ 

やかな 手ぎ わ を も 思い出した。 

そして、 どうしても やはり、 家庭で も 国民で も r 自 

分のう ちの 井戸」 がなくて は 安心が できな いとい う 結 

論に 落ちて 行く のであった。 

翌日 も 水道 はよ く 出なかった。 そして 新聞 を 見る と 

もく. んが 

このあいだ できあがった ばかりの 銀座 通りの 木煉瓦が 



どうしても I うちの 井戸」 を 掘る 事に きめる ほか は 

ない。 

(大正 十 一年 一月、 東京. 大阪 朝日 新聞) 
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